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(57)【要約】
【課題】電気免疫チェンバーは、ＨＩＶに感染した患者
を治療するために設計された水平空間から成る。患者は
背臥位で配置され、上部には、磁気パルス発生器を備え
、高さが調整可能な蓋部がある。また、患者が横たわる
領域は、下部には固定電極、上部には移動可変式電極を
含み、これらの電極によって、磁気パルスを補完する電
気インパルスを発生させる。チャンバーを制御し、調節
する機構は、ＨＩＶに存在するＧＰ１２０タンパク質の
イオンチャンネルに作用する電磁エネルギーの投与量を
確保する。このようなチャネルは開いて、ＣＤ４受容体
と相互作用するのに使用される必要エネルギーを喪失さ
せ、ＣＤ４受容体は、細胞表面の標識分子であり、特定
の抗体を認識する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＨＩＶ陽性と診断された患者の治療用に用いられる長方体の区画形態の装置システムに
よって形成される電気免疫チェンバーであって、高さが調整可能な上面には、絶縁基部の
上方に３０個のコイルがあり、同じ高さで固定され、空間分布が２５０ｃｍ×７５ｃｍで
あり、焦点を発生させるパルス磁場として作用し、発生したフロー値は、各コイルに対し
て同じであり、高電圧放電（３０００Ｖ以上）を同程度に発生させる制御電源に全コイル
が接続されており、底部には、水平基部があり、電極対が取り付けられ、一方の電極端子
では移動調整可能であり、背臥位を保証し、患者の上肢を伸ばして接点にアタッチメント
式に接触させ、他方の端子では、電極対が絶縁表面の上方に固定され、下肢に直接接触す
ることを保証し、２つの電極システムは導電性を整えるガルバニ電源に取り付けられ、患
者は直線状導体をシミュレートすることを特徴とする、電気免疫チャンバー。
【請求項２】
　コントロールパネルを所持し、前記コントロールパネルは、対応する制御装置およびイ
ンジケータを使用し、治療曝露時間と、放電（３０００Ｖ以上）方式の磁気フローを生成
するコイルに供給される電気エネルギー値と、ガルバニ電源に接続された電極対の間で確
立される電位差値とを示し、システム全体が同時に作動するため、体内の全体液腔の内部
に出現する微弱電流値によって示されるエネルギーと、ＣＤ４表面受容体によって発生す
る生体電気と同じ生体電気シュミレーションレベルを示すエネルギーとを組み合わせ、組
み合わせたエネルギーは、ビリオンで発現したＧＰ１２０標識分子と相互作用し、前記ビ
リオンから能力を不可逆的に減弱して正常細胞を分類するのに十分であることを特徴とす
る、電気免疫チャンバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願明細書に示す発明特許は、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）感染を診断された患者
の治療を対象とした装置（磁気パルス発生器および電気インパルス発生器）のシステムを
備える治療用チャンバーの国内での排他的使用および所有権を保証することを目的とする
。
【０００２】
　本発明は、電気療法および磁気治療Ａ６１Ｎ、特に電気療法Ａ６１Ｎ５／００ならびに
磁場の使用Ａ６１　２／０２に適用される。
【背景技術】
【０００３】
　電気免疫は、電気医療の堅固な土台に基づく技術であり、遣伝子工学で得られた重要な
所見や結果を利用する。
【０００４】
　電気免疫に天然資源が利用されるため、電気免疫は、代替医療の一形態と考えられ、最
新の技術を使用して実施されることから、利用する特定の装置のシステムを技術インフラ
によって構成するのは言うまでもない。
【０００５】
　未だに明白な結果に達していないものの、現在、低コストで人々の生活水準を上げる想
像できないほどの肯定的な結果がある。
【０００６】
　１９９０年代の初め以降、アメリカでは、この主題に関してきわめて似たような検討が
いくつか実施されてきたが、この種の医学研究に関する肯定的な結果が市場の安全性に脅
威をもたらすと誤解しているいくつかの製薬会社によって、絶えず注意を払いながら実施
されていた。
【０００７】
　この時点では、現在の電気免疫手技に従って検討されていたが、物質の制限因子、遺伝
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的特徴および特異的特性が依然として知られていなかった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明には、ＨＩＶ感染を診断された患者に対して作用し、このウイルスによって発現
するタンパク質ＧＰ１２０を産生する生体電気活性の不可逆変化を引き起こし、ウイルス
の機能を喪失させ、複製できないようにし、生体防御系に対してＨＩＶを易損性にするこ
とを同時にするという重要な目的がある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、患者治療用のチャンバーから成り、磁気パルス発生器と電気インパルス発生
器を組み合わせている。
【００１０】
　磁気パルス発生器は、厚さが可変で高さが調整可能な絶縁材から作製される一種の長方
体の蓋部から成る。チャンバーの上部蓋部内では、直流電源によって順番に供給されるコ
ンデンサー列からの放電によって供給を受ける電気コイルがある。
【００１１】
　電気インパルス発生器は、患者のベッドに固定された基部と、患者の身長に合うように
調整できる２つの手すり棒から成り、この手すり棒には、２つの絶縁電極が接続され、患
者の身体内の電気刺激を制御する。
【００１２】
　本発明の範囲のさらなる理解のために、本発明の好適な設計を示す添付の図面を使用し
て説明する。このような図面は、実施例として示すものの、特徴を制限するものではない
。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】横たわった患者とともに示す本発明の概略図である。
【図２】患者を配置するベッドを示す図である。
【図３】磁気パルス発生器の回路図である。
【図４】電気インパルス発生器の回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　添付した図面には、（１）磁気パルス発生器、（２）磁気パルス発生器の調節可能な支
持体、（３）調整可能な誘導電極、（４）固定誘導電極、（５）調整可能な誘導電極の位
置を調整する機構、（６）電気免疫チャンバーの基部、（７）コントロールパネルとチャ
ンバーとの間の接続、（８）コントロールパネル、（９）絶縁マットレス、（１０）直流
電源、（１１）抵抗器、（１２）コンデンサー、（１３）誘導源、（１４）磁気パルス発
生器の制御装置、（１５）ガルバニ電源、（１６）インデューサ、（１７）電気インパル
ス発生器の制御機器を示す。
【００１５】
　図面に示すように、本発明は、上部に磁気パルス発生器（１）を含むチャンバーから成
り、上部には、さまざまな銅線コイル（１３）が配線され、コンデンサー（１２）列から
の放電で供給され、３，０００～１０，０００ボルトの高電圧直流電源（１０）によって
順番に供給される。
【００１６】
　図３に示すように、コイル一式は、その接続から基本回路への貫通性が高いパルス磁場
を発生させる。上に記載したコンデンサーとコイル以外に、構成部品および制御機構（１
４）の全抵抗（１１）が観測される。制御機構は、電流を経時変化させるサイリスタダイ
オードから成り、このダイオードは、特定の方向の電流を循環させることができ、イベン
トを制御する引き金にすることができる。
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【００１７】
　図１に示すように、この磁気パルス発生器は、支持体（２）によって高さを調整するこ
とができる。
【００１８】
　患者は、本発明の装置の下側領域に配置され、この領域は、絶縁マットレス（９）が配
置される基部（６）から成る。
【００１９】
　この領域には、電気インパルス発生器があり、堅固な基部上にある患者が横たわる絶縁
材製の急速領域から構成され、この休息領域に２つの絶縁電極が接続される。このような
電極は、患者の身体に調節した電気刺激を誘導する。
【００２０】
　電極の１つが固定され（４）、他方の電極の位置は、位置を調整する機構（５）によっ
て、治療される患者の特徴に基づいて調整することができる（３）。
【００２１】
　図４には、電極が接続される基本回路を示す。基本回路は、周波数が調整可能で最小値
が１Ｈｚ、かつ電圧が４～４０ボルトに変化可能な、０～３ｍＡの電流に対して動作する
電源（１５）、回路内の全抵抗（１１）、制御機構（１７）および誘導電極（１６）から
成る。
【００２２】
　また、図１は、コントロールパネル（８）と、コントロールパネルと電気免疫チャンバ
ーとの間の接続ケーブル（７）を示す。
【００２３】
　本発明は使用するのがきわめて簡単であり、患者はＨＩＶ感染が診断されると、主に、
ペースメーカーなどのように機能する電子装置を使用する埋め込みデバイスの使用に関す
る適切な臨床試験を実施した後に、電気免疫チャンバーで治療を受けることができる。
【００２４】
　結果は、きわめて素早く得られ、ウイルス量が１０００ｃｏｐ／ｍｌ（ＨＩＶ／ｍｌ）
の患者では、本発明を用いて１５分の治療セッションを２回実施すれば、ウイルス量を５
０ｃｏｐ／ｍｌ未満に減少させることができる。
【００２５】
　体内のＨＩＶに曝す電気が媒質中を誘導されると、これは実際には、媒質は電圧によっ
てＧＰ１２０のイオンチャンネルに作用する。このイオンチャネルは開き、ＣＤ４の受容
体と相互作用するのに必要なエネルギーを喪失させ、ウイルス粒子は複製できなくなるこ
とが不可逆的な方法で保証される。これにより、免疫系の低下を阻害する。
【００２６】
　この結果を得るためには、本願明細書に記載するように特殊なガルバニ電源が使用され
るが、人体の形態構造のため、さまざまな臓器系の全腔に存在するＨＩＶのＧＰ１２０タ
ンパク質のイオンチャンネルを操作するのに一定の電位差を得て十分な電圧を与えること
ができない。このために、人体への貫通性が高い磁気パルス発生器を補完して誘発した電
気量を引き出し、ウイルスに存在するＧＰ１２０タンパク質のイオンチャンネルだけでな
く、ウイルス叢が存在しうるリンパ系や臓器内などのさらに複雑な部位に対して同じ効果
を保証する。
【００２７】
　本発明の重要な点では、細部で変形することができ、このような変形例も保護される。
このように、絶縁材の種別、電源、調整機構および制御機構をはじめ、システムのさまざ
まな部品の大きさ、使用される試料も無論同じように改変してもよい。
【符号の説明】
【００２８】
　　１　磁気パルス発生器
　　２　磁気パルス発生器の調節可能な支持体
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　　３　調整可能な誘導電極
　　４　固定誘導電極
　　５　調整可能な誘導電極の位置を調整する機構
　　６　電気免疫チャンバーの基部
　　７　コントロールパネルとチャンバーとの間の接続
　　８　コントロールパネル
　　９　絶縁マットレス
　　１０　直流電源
　　１１　抵抗器
　　１２　コンデンサー
　　１３　誘導源
　　１４　磁気パルス発生器の制御装置
　　１５　ガルバニ電源
　　１６　インデューサ
　　１７　電気インパルス発生器の制御機器

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【国際調査報告】
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